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Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と

封
じ
込
め
政
策
の
展
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佐
々
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卓　

也

　

は
じ
め
に

一　

朝
鮮
戦
争
と
冷
戦
の
激
化

二　
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
の
議
論

三　

ケ
ナ
ン
の
政
治
・
外
交
評
論

　

お
わ
り
には

じ
め
に

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
戦
後
国
際
政
治
を
め
ぐ
り
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
の
間
で
対
立
が
始
ま
っ
た
。
冷
戦
の
勃
発
で
あ
る
。
ソ
連

の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
、「
封
じ
込
め
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
人
物
が
、
国
務
省
の
ソ
連
専
門
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
（George F. 

K
ennan

）
で
あ
っ
た
。
ケ
ナ
ン
は
一
九
五
一
年
四
月
上
旬
、
国
際
政
治
学
者
で
あ
る
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（H

ans M
orgenthau

）
シ
カ
ゴ
大
学
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教
授
の
招
待
を
受
け
、
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー
ン
財
団
の
後
援
の
下
、
同
大
で
六
回
に
わ
た
る
連
続
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。
ケ
ナ
ン
は
前
年
秋
以

降
国
務
省
よ
り
無
給
の
賜
暇
を
得
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
に
籍
を
置
い
て
い
た
。
こ
の
シ
カ
ゴ
大
講
義
を
中
核
と
し
、
二
つ
の

論
文
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
動
の
源
泉
」（
一
九
四
七
年
七
月
）
と
「
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
将
来
」（
一
九
五
一
年
四
月
）
を
加
え
、
五
一
年
秋
に
刊

行
さ
れ
た
の
が
、『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
で
あ
る）

（
（

。

『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
は
、
ケ
ナ
ン
と
縁
の
深
い
外
交
専
門
誌
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
が
「
最
も
広
く
読
ま
れ
た
二
〇
世
紀

前
半
ア
メ
リ
カ
外
交
の
議
論
」
と
評
し
、
優
れ
た
冷
戦
史
研
究
者
で
あ
る
レ
フ
ラ
ー
（M

elvyn P. Leffl
er

）
が
「
ア
メ
リ
カ
外
交
に
つ

い
て
な
さ
れ
た
最
も
著
名
な
連
続
講
義
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
今
で
は
ア
メ
リ
カ
外
交
論
の
古
典
と
し
て
確
た
る
地
位
を
得
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
に
は
六
〇
周
年
記
念
版
が
刊
行
さ
れ
、
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
（John J. M

earsheim
er

）
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
が
序
言
を
寄
せ
て
い

る
。
日
本
で
も
原
著
刊
行
の
翌
年
に
さ
っ
そ
く
、
近
藤
晋
一
と
飯
田
藤
次
に
よ
る
翻
訳
版
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
有
賀
貞
を
新
た
な
訳
者

と
し
て
版
を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い
る）

（
（

。

ケ
ナ
ン
は
二
〇
〇
五
年
に
一
〇
一
歳
で
長
逝
す
る
ま
で
、
回
顧
録
（
全
二
巻
）
を
は
じ
め
、
米
ソ
関
係
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
史
、
ソ

連
政
治
・
外
交
史
の
分
野
を
中
心
に
約
二
〇
冊
の
著
作
を
発
表
し
た
が
、『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
は
最
初
の
作
で
あ
り
、
ま
た
お
そ
ら

く
最
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
は
ケ
ナ
ン
の
基
本
的
な
思
想
、
政
治
・
外
交
論
を
披
露
し
て
お
り
、
外
交
史
家
・
評
論
家
と
し
て
長
い

キ
ャ
リ
ア
を
誇
っ
た
ケ
ナ
ン
の
出
発
点
に
位
置
し
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
の
中
心
を
な
す
シ
カ
ゴ
大
学
講
義
に
と
く
に
注
目
し
、
講
義
が
な
さ
れ
た
時
期
の
ア
メ
リ

カ
の
政
治
・
社
会
・
外
交
の
文
脈
に
ケ
ナ
ン
の
議
論
を
置
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
を
評
論
、
批
評
し
た

研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
ケ
ナ
ン
講
義
が
な
さ
れ
た
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
彼
の
主
張
を
考
察
し
た
試
み
は
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一

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

な
い
の
で
あ
る）

（
（

。一　

朝
鮮
戦
争
と
冷
戦
の
激
化

国
務
省
に
新
設
さ
れ
た
政
策
企
画
室
の
室
長
に
就
い
た
ば
か
り
の
ケ
ナ
ン
は
一
九
四
七
年
夏
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
に
匿
名

Ｘ
で
発
表
し
た
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
動
の
源
泉
」
に
お
い
て
、
ソ
連
の
膨
脹
に
対
す
る
「
長
期
の
、
辛
抱
強
い
、
し
か
も
確
固
と
し
て
注
意
深

い
封
じ
込
め
」
を
提
案
し
た
。
彼
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
経
済
再
建
を
重
視
し
、
現
行
の
一
三
〇
億
ド
ル
程
度
の
軍
事
予
算
で
十
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ケ
ナ
ン
の
構
想
は
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
な
く
、
対
ソ
冷
戦
を
長
期
戦
に
持
ち
込
み
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
・
外

交
・
経
済
・
諜
報
手
段
を
十
全
に
活
用
し
、
本
質
的
な
欠
陥
を
有
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
体
制
の
変
容
、
変
質
を
辛
抱
強
く
待
つ
戦
略
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
ひ
と
た
び
ア
メ
リ
カ
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
が
好
転
す
れ
ば
、
ソ
連
と
の
間
で
ド
イ
ツ
問
題
を
始
め
と
す
る
外
交
懸
案
を
話
し
合

う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
非
軍
事
的
手
段
の
行
使
に
よ
っ
て
ソ
連
体
制
に
段
階
的
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
一
九
四
九
年
夏
の
ソ
連
の
原
爆
実
験
成
功
、
秋
の
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
を
契
機
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S. T
rum

an

）

政
権
内
で
は
安
全
保
障
政
策
の
見
直
し
論
が
高
ま
り
、
ケ
ナ
ン
の
影
響
力
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ア
チ
ソ
ン

（D
ean G. A

cheson

）
国
務
長
官
の
勧
告
を
容
れ
、
一
九
五
〇
年
一
月
末
に
国
家
安
全
保
障
政
策
の
再
検
討
と
水
爆
開
発
を
命
じ
た
。
前

者
の
作
業
を
担
っ
た
の
が
、
ケ
ナ
ン
の
後
を
襲
っ
た
ニ
ッ
ツ
ェ
（Paul H

. N
itze

）
で
あ
っ
た
。
ニ
ッ
ツ
ェ
を
長
と
す
る
特
別
委
員
会
は

一
九
五
〇
年
春
ま
で
に
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
第
六
八
号
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
八
）
を
策
定
し
、
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
の
増
大
が
一
九
五
四
年
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二

半
ば
に
も
頂
点
に
達
す
る
と
警
告
し
、
国
防
予
算
の
五
〇
〇
億
ド
ル
へ
の
引
き
上
げ
、
封
じ
込
め
の
軍
事
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
主
張
し

た
の
で
あ
る
。

政
府
内
で
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
八
を
め
ぐ
る
議
論
、
と
り
わ
け
軍
事
費
増
を
め
ぐ
る
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
、
朝
鮮
半
島
で
突
如
戦
争
が

起
き
、
国
際
緊
張
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
九
月
に
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
八
を
承
認
し
、
ア
メ
リ
カ
は
大
規
模
な
軍
拡
に
乗
り
出

し
た
。
封
じ
込
め
政
策
は
提
唱
者
の
意
図
を
離
れ
、
著
し
く
軍
事
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
。
今
や
「
力
の
立
場
」（
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
）

の
構
築
そ
れ
自
体
が
封
じ
込
め
の
目
的
と
化
し
た
よ
う
で
あ
っ
た）

（
（

。

朝
鮮
で
は
九
月
初
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

ouglas M
acA

rthur

）
国
連
軍
最
高
司
令
官
が
本
国
軍
部
の
慎
重
論
を
押
し
切
っ
て
仁
川
上

陸
作
戦
に
成
功
し
、
北
朝
鮮
軍
を
一
気
に
敗
走
に
追
い
や
っ
た
。
劇
的
な
軍
事
的
成
功
を
前
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
国
連
軍
を
戦
前
の

境
界
で
あ
る
北
緯
三
八
度
線
で
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
政
治
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
。国
内
で
は
一
一
月
上
旬
の
中
間
選
挙
を
直
前
に
し
て
、

民
主
党
政
権
は
共
産
主
義
勢
力
に
弱
腰
で
あ
る
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
（Joseph R. M

cCarthy

）
共
和
党
上
院
議
員
ら
の
激
し
い
攻
撃
に

晒
さ
れ
て
い
た
。
韓
国
の
李
承
晩
大
統
領
も
ま
た
、
武
力
統
一
を
待
望
し
て
い
た
。

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
一
九
五
〇
年
二
月
以
来
、
米
国
務
省
に
共
産
党
の
ス
パ
イ
が
い
る
と
主
張
し
、
民
主
党
政
権
の
失
態
が
ソ
連
の
原

爆
製
造
、
中
国
の
“
喪
失
”
を
招
い
た
と
決
め
つ
け
、
そ
の
外
交
政
策
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
た
。
彼
の
扇
動
的
な
言
動
は
朝
鮮
戦

争
の
勃
発
で
さ
ら
に
弾
み
を
得
、
政
治
的
影
響
力
を
増
し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
中
間
選
挙
で
改
選
を
迎
え
る
同
僚
議
員
の
応
援

で
引
っ
張
り
だ
こ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
国
務
省
の
有
能
な
中
国
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
（John Carter V

incent

）、
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
（John Paton D

avies, Jr.

）、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（John Stew

art Service
）、
ク
ラ
ブ
（O

liver Edm
und Clubb

）
ら
は
政
治
的
迫
害
に

遭
い
、
国
務
省
か
ら
追
放
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
中
国
国
民
党
の
腐
敗
、
無
能
を
告
発
し
、
共
産
党
政
権
の
誕
生
を
予
期
し
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ジ
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・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
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年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）
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た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
蒋
介
石
政
権
を
支
持
す
る
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
ケ
ナ
ン
が
政
策
企
画
室

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
重
用
し
た
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
、
マ
ッ
カ
ラ
ン
（Pat M

cCarran

）
民
主
党
上
院
議
員
が
委
員
長
を
務
め
る
司
法
委
員
会

国
内
治
安
小
委
員
会
に
召
喚
さ
れ
、
執
拗
に
証
言
を
迫
ら
れ
た
。
ケ
ナ
ン
も
自
ら
証
言
席
に
た
ち
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
を
弁
護
し
た
が
、
無
駄

で
あ
っ
た）

5
（

。

一
一
月
の
中
間
選
挙
の
結
果
は
与
党
民
主
党
の
大
敗
で
あ
り
、
民
主
党
と
共
和
党
の
議
席
差
は
上
院
で
は
一
二
か
ら
二
に
、
下
院
で
は

九
二
か
ら
三
五
に
大
き
く
縮
ま
っ
た
。
民
主
党
で
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
活
動
を
批
判
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス（M

illard 

T
ydings

）
上
院
議
員
（
軍
事
委
員
長
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
）、
上
院
院
内
総
務
の
ル
ー
カ
ス
（Scott Lucas

）
上
院
議
員
（
イ
リ
ノ
イ
州
）
ら
有

力
議
員
が
落
選
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
こ
の
二
州
で
の
遊
説
に
こ
と
の
ほ
か
熱
心
で
あ
り
、
共
和
党
躍
進
の
立
役
者
と
見
な
さ
れ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
対
立
候
補
を
容
共
的
と
決
め
つ
け
た
新
進
の
ニ
ク
ソ
ン
（Richard M

. N
ixon

）
下
院
議
員
（
共
和
党
）
が
上
院

へ
の
鞍
替
え
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
共
和
党
の
領
袖
で
ミ
ス
タ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
と
呼
ば
れ
た
タ
フ
ト
（Robert A

. T
aft

）
上
院
議
員

（
オ
ハ
イ
オ
州
）
が
圧
倒
的
な
勝
利
で
三
選
を
果
た
し
た
。
彼
は
五
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
の
指
名
を
得
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
、
党
内
の
右
派
・
孤
立
主
義
勢
力
の
指
導
者
で
あ
っ
た）

（
（

。

中
間
選
挙
の
直
後
、
朝
鮮
半
島
の
戦
局
が
悪
化
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
一
一
月
末
、
中
朝
国
境
に
迫
っ
た
国
連
軍
に
最
終
攻
勢
を
指

示
し
、
米
兵
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
帰
国
を
約
束
し
た
が
、
中
国
人
民
義
勇
軍
が
大
挙
介
入
し
た
。
国
連
軍
は
総
崩
れ
と
な
り
、
ま
た
た

く
間
に
三
八
度
線
以
南
へ
の
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
五
一
年
一
月
初
旬
に
ソ
ウ
ル
が
再
陥
落
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
中
国
軍
の

全
面
介
入
直
後
の
記
者
会
見
で
、
原
爆
使
用
の
可
能
性
に
言
及
し
、
し
か
も
そ
の
行
使
が
現
地
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
裁
量
下
に
あ
る

か
の
よ
う
に
言
明
し
た
。
戦
争
の
拡
大
を
懸
念
す
る
ア
ト
リ
ー
（Clem

ent A
ttlee

）
英
首
相
は
す
ぐ
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
飛
び
、
ト
ル
ー
マ
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ン
大
統
領
ら
と
会
談
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
中
国
軍
の
行
動
の
背
後
に
ソ
連
の
指
示
が
あ
る
と
確
信
し
、
ソ
連
に
よ
る
世
界
戦
争
の
開

始
を
真
剣
に
憂
慮
し
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
中
国
軍
の
介
入
に
よ
り
、「
全
く
新
し
い
戦
争
」
に
直
面
し
た
と
宣
言
し
、
本
国
政
府
に
対
し
、
中
国
沿
岸
の
封
鎖
、

中
国
に
対
す
る
海
と
空
か
ら
の
爆
撃
、
中
華
民
国
軍
の
朝
鮮
で
の
利
用
と
中
国
に
対
す
る
「
解
き
放
ち
」
を
求
め
、
さ
ら
に
核
兵
器
の
使

用
の
許
可
を
要
請
し
た
。
彼
は
ま
た
異
例
に
も
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
本
国
政
府
が
科
す
「
途
方
も
な
い
制
約
は
歴
史
に
そ
の
例
を
み
な

い
」
と
言
い
放
ち
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
戦
争
方
針
に
公
然
と
異
議
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

議
会
で
は
、
タ
フ
ト
上
院
議
員
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
米
軍
の
増
派
に
反
対
し
な
が
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
方
針
を
支
持
し
、

米
軍
の
満
州
爆
撃
、
中
国
封
鎖
、
国
民
党
軍
の
大
陸
反
攻
を
唱
え
、
戦
火
の
拡
大
を
主
張
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
（Joseph P. K

ennedy

）
元

駐
英
大
使
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
（H

erbert C. H
oover

）
元
大
統
領
も
孤
立
主
義
の
立
場
か
ら
、
西
半
球
の
防
衛
の
重
視
を
説
き
、
ト
ル
ー
マ

ン
政
権
の
方
針
を
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
の
方
針
を
支
持
す
る
人
々
と
の
間
で
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
前
と
同
様
に
、「
大
論
争
」

が
展
開
さ
れ
た）

（
（

。

ケ
ナ
ン
は
与
り
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
内
で
も
封
じ
込
め
を
超
え
た
戦
略
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
サ
イ
ミ
ン
ト

ン
（W

. Stuart Sym
ington

）
国
家
安
全
保
障
資
源
局
長
官
が
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
〇
〇
（
一
九
五
一
年
一
月
一
一
日
）
で
、
空
と
海
か
ら
の
中
国
封
鎖

と
満
州
へ
の
攻
撃
を
行
い
、
東
ア
ジ
ア
の
「
全
て
の
反
共
分
子
」
に
支
持
を
与
え
て
反
中
国
闘
争
に
従
事
さ
せ
、
ソ
連
に
対
し
て
は
「
平

和
維
持
の
た
め
の
条
件
」
を
伝
え
、
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
れ
ば
、
原
爆
の
投
下
も
や
む
を
得
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

に
倣
っ
た
東
ア
ジ
ア
軍
事
戦
略
、
そ
し
て
対
ソ
予
防
戦
争
の
提
案
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
〇
〇
は
す
ぐ
に
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
政
府
内

で
高
ま
る
危
機
意
識
を
物
語
る
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
海
軍
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（Forrest P. Sherm

an

）
海
軍
作
戦
部
長
も
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
同
調
し
、「
朝
鮮
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
が
安
定
化
す
る
や
、
あ
る
い
は
わ
れ
わ
れ
が
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
時
に
」

と
い
う
条
件
で
、
中
国
の
海
上
封
鎖
、
中
華
民
国
軍
の
活
用
を
求
め
、
中
国
が
朝
鮮
半
島
以
外
の
米
軍
を
攻
撃
す
る
時
に
は
中
国
本
土
に

対
す
る
空
・
海
か
ら
の
攻
撃
を
提
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
は
中
国
へ
の
攻
撃
が
中
ソ
同
盟
の
発
動
を
招
き
、
米
ソ

軍
事
衝
突
の
事
態
を
恐
れ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
優
先
す
べ
き
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
の
に
、「
誤
っ
た
国
」、「
二
流
の

チ
ー
ム
」
と
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
一
九
五
一
年
一
月
半
ば
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
会
議
で
最
終
決
定
を
延
期
し
、
改
め
て

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
と
言
明
し
た
。

シ
ャ
ー
マ
ン
覚
書
の
後
、
朝
鮮
の
戦
局
は
安
定
化
し
た
。
米
軍
部
は
中
国
本
土
に
戦
争
を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
立
場
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
国
連
軍
は
三
月
上
旬
に
ソ
ウ
ル
を
再
び
奪
還
し
て
北
朝
鮮
軍
を
三
八
度
線
ま
で
押
し
戻
し
、
戦
線

は
ほ
ぼ
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
二
月
末
ま
で
に
ア
チ
ソ
ン
の
主
張
が
支
持
を
得
、
戦
争
を
限
定
化
し
、
現
状
で
の
休
戦

を
求
め
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
る
に
至
っ
た）

（
（

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
三
月
下
旬
に
、
本
国
政
府
に
事
前
に
諮
る
こ
と
な
く
独
断
で
、
中
国
本
土
に
対
す
る
攻
撃
を
強
く
示
唆
す
る
声

明
を
発
表
し
、
四
月
上
旬
に
は
民
主
党
の
ア
ジ
ア
政
策
を
攻
撃
す
る
共
和
党
下
院
院
内
総
務
の
マ
ー
テ
ィ
ン
（Joseph M

artin

）
議
員
に

宛
て
た
書
簡
で
、
政
府
の
限
定
戦
争
方
針
を
改
め
て
批
判
し
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
は
す
ぐ
に
こ
の
書
簡
を
公
表
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
さ

ら
に
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
英
国
の
新
聞
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
彼
の
軍
事
作
戦
が
本
国
政
府
の
制
約
を
受
け
て
い
る
と
不
平
を
述
べ
た
の

で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
つ
い
に
、
四
月
一
一
日
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
罷
免
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
対
立
を
検
討

し
た
古
典
的
研
究
に
よ
れ
ば
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
大
統
領
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
解
任
と
将
軍
の
…
…
劇
的
な
帰
国
ほ
ど
、
激
し

く
そ
し
て
自
然
発
生
的
な
政
治
的
激
情
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
は
な
い
」
と
分
析
す
る
ほ
ど
、
激
烈
な
反
応
が
生
ま
れ
た
。
国
内
で
は
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ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
対
す
る
非
難
が
沸
騰
し
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
員
は
大
統
領
の
弾
劾
を
求
め
、
盟
友
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
（W

illiam
 

Jenner
）
共
和
党
上
院
議
員
も
こ
れ
に
同
調
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
上
院
議
員
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
罷
免
は
国
際
共
産
主
義
運
動
の
勝
利
で
あ

る
と
言
明
し
、
政
府
の
対
応
を
非
難
し
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
一
四
日
に
東
京
を
発
ち
、
ホ
ノ
ル
ル
市
を
経
て
、
一
四
年
ぶ
り
に
米
本
土
に
帰
国
し
た
。
将
軍
夫
妻
は
一
七
日
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
上
陸
し
、
五
〇
万
人
の
市
民
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
翌
一
八
日
に
上
下
両
院
合
同
会
議
で
演
説

を
お
こ
な
い
、
ア
ジ
ア
の
戦
略
的
重
要
性
を
訴
え
、
朝
鮮
戦
争
の
限
定
化
を
「
敗
北
主
義
」、「
宥
和
」
に
等
し
い
と
決
め
つ
け
た
。
そ
し

て
彼
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、
中
国
の
全
面
介
入
は
「
新
た
な
決
断
」
を
必
要
と
し
て
お
り
、
鴨
緑
江
の
北
部
の
「
聖
域
」
に
対
す
る

攻
撃
、
中
国
に
対
す
る
「
経
済
的
封
鎖
の
強
化
」、
中
国
沿
岸
の
海
上
封
鎖
、「
中
国
沿
岸
地
域
と
満
州
の
空
中
偵
察
の
制
限
の
解
除
」、

中
華
民
国
軍
の
中
国
大
陸
攻
撃
に
対
す
る
制
限
の
解
除
を
求
め
た
が
、
却
下
さ
れ
た
と
弁
明
し
た
。
そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
戦
争
に

お
い
て
勝
利
に
代
わ
る
も
の
は
な
い
」
と
言
い
切
り
、
中
国
を
「
宥
和
」
す
る
勢
力
を
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
。

演
説
を
聴
い
た
シ
ョ
ー
ト
（D

ew
ey Short

）
共
和
党
下
院
議
員
（
ミ
ズ
ー
リ
州
）
は
「
私
は
偉
大
な
神
の
化
身
を
目
撃
し
、
神
の
声
を

聴
い
た
」
と
感
激
し
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
元
大
統
領
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
「
偉
大
な
陸
軍
将
軍
と
し
て
東
洋
か
ら
や
っ
て
き
た
聖
パ
ウ
ロ
の
再

臨
だ
」
と
絶
賛
し
た
。
あ
る
上
院
議
員
は
「
私
は
わ
が
国
の
政
治
機
構
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
し

演
説
が
も
っ
と
長
く
続
い
て
い
た
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
へ
の
行
進
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
…
…
」
と
言
明
す
る
ほ
ど
、
強
烈
な
印

象
を
出
席
者
に
残
し
た
。
演
説
直
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
妻
の
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
の
自
動
車
パ
レ
ー
ド
は
二
五
万
人
の
市
民
の
、
翌
日
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
実
に
七
五
〇
万
人
の
市
民
の
歓
迎
を
受
け
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
大
統
領
の
措
置
に
反
対
す
る

人
々
が
五
六
％
に
の
ぼ
る
一
方
で
、
支
持
は
二
九
％
に
過
ぎ
ず
、
反
対
が
賛
成
の
ほ
ぼ
二
倍
に
達
し
て
い
た
。
大
統
領
の
支
持
率
は
マ
ッ
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ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

カ
ー
サ
ー
の
解
任
前
に
す
で
に
二
〇
％
台
に
低
落
し
て
お
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
極
め
て
不
人
気
な
大
統
領
で
あ
っ
た
。

上
院
は
四
月
二
五
日
、「
極
東
の
軍
事
状
況
と
…
…
［
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
］
解
任
に
関
す
る
事
実
の
究
明
」
を
お
こ
な
う
た
め
、
上

院
外
交
委
員
会
と
軍
事
委
員
会
の
共
催
で
の
公
聴
会
開
催
を
全
会
一
致
で
決
議
し
た
。
民
主
党
の
長
老
で
あ
る
ラ
ッ
セ
ル
（Richard B. 

Russell

）
上
院
議
員
（
上
院
軍
事
委
員
長
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
）
を
委
員
長
と
す
る
公
聴
会
は
五
月
初
旬
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
を
最
初
の
証
言

者
と
し
て
、
約
二
ヶ
月
間
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

（
（

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
罷
免
の
前
後
に
国
内
で
重
要
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
四
月
五
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
地
裁
は
、
前
年
七
月
に
ソ
連
に

原
爆
製
造
の
情
報
を
流
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
（Julius and Ethel Rosenbeg

）
夫
妻
に
対
し
死
刑
判
決
を
下
し
た
。

四
月
一
八
日
に
は
戦
後
の
超
党
派
外
交
の
担
い
手
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
（A

rthur V
andenberg

）
共
和
党
上
院
議
員
（
前
外
交

委
員
長
）
が
死
去
し
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
民
主
党
政
権
の
外
交
を
支
え
る
有
力
者
で
あ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
す
ぐ
に
声
明

を
出
し
て
彼
の
死
を
悼
ん
だ
。
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
亡
き
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
民
主
党
と
共
和
党
の
党
派
対
立
は
激
化
す
る
一
方
で

あ
っ
た
。

ケ
ナ
ン
が
シ
カ
ゴ
大
学
で
講
義
を
始
め
た
の
は
、
四
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
日
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
、
暗
澹
た

る
気
持
ち
を
吐
露
し
た
。「
新
聞
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ト
ル
ー
マ
ン
の
記
事
で
満
ち
て
お
り
、
私
は
混
乱
の
嫌
な
予
感
が
す
る
。
酔
っ
ぱ

ら
い
の
集
ま
り
が
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
言
い
争
い
、
滝
の
縁
ま
で
漂
流
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
じ
き
に
、
戦
争
に
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
戦
争
は
何
と
荒
涼
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」）

（（
（

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
解
任
を
め
ぐ
る
世
論
の
激
昂
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が
牽
引
す
る
反
共
ヒ
ス
テ
リ
ア
を
前
に
、
戦
争
に
至
ら
な
い
手

段
で
ソ
連
に
対
す
る
対
抗
す
る
政
策
は
辛
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
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二　
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
の
議
論

ケ
ナ
ン
は
ま
ず
第
一
章
「
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
」
で
、
ア
メ
リ
カ
は
か
ね
て
キ
ュ
ー
バ
の
叛
乱
を
憂
慮
し
て
い
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
公
使

の
米
大
統
領
に
対
す
る
中
傷
が
新
聞
に
漏
洩
さ
れ
た
こ
と
、
ハ
バ
ナ
号
事
件
が
ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
「
あ
ま
り
に
も
」
刺
戟
し
た
こ
と

で
、
戦
争
が
不
可
避
と
な
っ
た
と
歴
史
的
に
は
判
断
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
し
か
し
彼
の
解
釈
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
「
そ
れ
自

体
で
は
充
分
な
開
戦
の
理
由
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
。」
議
会
は
ス
ペ
イ
ン
に
対
し
て
キ
ュ
ー
バ
の
放
棄
を
要
求
し
、
も
し
要
求
が
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
、
大
統
領
に
武
力
行
使
を
容
認
す
る
決
議
を
採
択
し
、
三
日
以
内
の
返
答
を
求
め
る
最
後
通
牒
を
ス
ペ
イ
ン
政
府
に
突
き

つ
け
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
「
事
態
の
平
和
的
解
決
」
を
「
真
面
目
に
考
慮
」
す
る
こ
と
な
く
、「
戦
争
に
至
ら
ざ
る
手
段
に
よ
る
解
決

の
可
能
性
が
全
然
消
滅
し
た
と
い
い
得
な
い
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
」、
議
会
と
国
民
の
要
求
に
屈
し
た
の
で
あ
る
。
開
戦
後
す
ぐ

に
、
米
海
軍
が
マ
ニ
ラ
沖
で
ス
ペ
イ
ン
海
軍
を
破
り
、
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
島
の
領
有
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
撃
は
政
府
の
一
部
の
政
策
決
定
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
大
統
領
は
そ
の
意
義
に
つ
い

て
「
全
く
貧
弱
な
理
解
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。」

戦
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
有
問
題
に
つ
い
て
、
ケ
ナ
ン
は
領
有
に
反
対
し
た
反
帝
国
・
反
膨
張
主
義
者
の
「
警
告
の
迫
力
と
真
摯
さ
お
よ

び
か
れ
ら
の
主
張
の
も
つ
、
い
ま
だ
本
当
に
論
駁
さ
れ
て
い
な
い
論
理
の
正
し
さ
に
感
銘
を
受
け
る
」
と
称
賛
し
、
海
外
植
民
地
の
支
配

に
反
対
す
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
国
家
と
し
て
最
も
顕
著
な
政
治
的
失
敗
は
、
…
…
わ
れ
わ
れ
と
し
て
市
民
権
を
全
面
的
に
許
与
す
る
つ
も

り
の
な
い
他
の
国
民
な
い
し
は
グ
ル
ー
プ
と
、
わ
が
国
民
の
主
体
を
な
す
も
の
と
の
間
に
、
義
務
を
伴
っ
た
政
治
的
靱
帯
を
確
立
し
よ
う



二
八
九

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

と
し
た
試
み
の
中
に
あ
っ
た
…
…
遠
方
の
住
民
を
統
治
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
口
に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。」
ケ
ナ
ン
は
戦

争
に
関
す
る
政
府
の
政
策
を
次
の
よ
う
に
断
ず
る
。「
開
戦
お
よ
び
軍
事
行
動
の
性
格
の
決
定
な
ど
を
左
右
し
た
諸
般
の
理
由
に
対
し
て
、

厳
粛
か
つ
慎
重
な
考
慮
が
充
分
に
払
わ
れ
ず
、
国
家
的
利
益
に
つ
い
て
細
心
か
つ
系
統
的
な
評
価
が
充
分
行
わ
れ
な
か
っ
た
。」）

（（
（

第
二
章
「
ヒ
ッ
ピ
ス
レ
ー
氏
と
門
戸
開
放
主
義
」
で
ケ
ナ
ン
は
、
門
戸
開
放
宣
言
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
一
八
九
八
年
春
、
中
国
政
策
で

ア
メ
リ
カ
と
の
共
同
歩
調
を
求
め
た
こ
と
が
発
端
で
あ
っ
た
と
言
明
す
る
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
政
権
は
当
時
キ
ュ
ー
バ
問
題
に
忙
殺
さ
れ
、

と
く
に
反
応
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
落
胆
し
た
ヘ
イ
駐
英
大
使
が
帰
国
し
て
国
務
長
官
に
就
任
し
、
中
国
問
題
専
門
家
の
ロ
ッ
ク
ヒ
ル

を
顧
問
に
任
じ
る
や
、
事
態
が
動
き
始
め
た
。
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
の
友
人
で
、
中
国
海
関
の
高
官
で
英
人
ヒ
ッ
プ
ス
レ
ー
は
九
竜
で
の
イ
ギ
リ

ス
の
行
動
に
苦
慮
し
、
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
に
対
し
て
、
中
国
に
お
け
る
貿
易
に
関
す
る
「
門
戸
開
放
」
を
維
持
す
る
た
め
に
、「
可
能
な
措
置

を
と
る
」
よ
う
に
要
望
し
た
。
ヘ
イ
は
「
そ
の
実
際
的
意
義
を
充
分
に
理
解
」
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
狙
い
が
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
ら
れ
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
な
く
、「
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
た
場
合
の
結
果
に
つ
い
て
い
か
な
る
特
定
の
責
任
を
も
引

き
受
け
る
用
意
を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。」
ヘ
イ
は
門
戸
開
放
通
牒
を
二
度
に
わ
た
っ
て
関
係
諸
国
に
送
り
、
了
承

を
得
た
こ
と
で
、「
輝
か
し
い
外
交
的
勝
利
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
印
象
」
を
与
え
た
。
こ
の
政
策
は
「
高
遠
な
理
想
的
な
響
き

を
も
っ
て
い
た
し
、
国
内
に
お
い
て
聞
え
が
よ
か
っ
た
。」
ケ
ナ
ン
の
評
価
で
は
、
門
戸
開
放
原
則
は
、「
国
際
社
会
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

的
原
則
に
と
り
素
晴
ら
し
い
勝
利
の
一
撃
─
ア
メ
リ
カ
的
観
念
を
う
ち
立
て
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
的
一
撃
─
が
加
え
ら
れ
た
」
も
の
で
あ

る
と
い
う
「
神
話
」
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

次
の
第
三
章
「
ア
メ
リ
カ
と
東
洋
」
は
、
第
二
章
の
議
論
を
も
と
に
、
門
戸
開
放
原
則
を
「
擁
護
す
る
た
め
実
力
を
使
用
す
る
用
意
を
、

わ
れ
わ
れ
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
も
た
な
か
っ
た
」
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
進
め
た



二
九
〇

タ
フ
ト
・
桂
協
定
、
ル
ー
ト
・
高
平
協
定
は
、
日
本
が
「
満
州
に
お
い
て
獲
得
し
た
地
位
に
対
す
る
暗
黙
の
承
認
」
を
意
味
す
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
門
戸
開
放
原
則
が
、
中
国
の
実
情
に
明
確
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の

列
強
で
あ
る
日
本
の
立
場
に
「
い
や
が
ら
せ
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
外
国
政
府
に
勧
め
て
、
崇
高
な
道
徳
的
・
法
律
的
原

則
の
宣
言
に
署
名
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
外
交
政
策
上
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
の
や

り
方
に
強
力
か
つ
永
続
的
な
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
そ
れ
は
国
内
社
会
に
お
け
る
「
法
律
的
観
念
を
国
際
社
会
に
移

植
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
顕
著
な
傾
向
」
と
関
連
し
て
い
る
。

一
九
三
五
年
に
国
務
省
の
ア
ジ
ア
問
題
専
門
家
で
あ
る
マ
ッ
ク
マ
レ
ー
は
、
日
本
を
軍
事
的
に
敗
北
に
追
い
や
っ
て
も
、
ソ
連
が
「
う

ま
い
汁
」
を
す
う
だ
け
で
あ
る
と
警
告
す
る
予
言
的
な
覚
書
を
起
草
し
た
。
今
日
、
日
本
は
満
州
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
本
土
か
ら
駆
逐
さ

れ
、
皮
肉
な
こ
と
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
目
標
は
「
表
面
的
に
は
ほ
と
ん
ど
達
成
さ
れ
た
。」
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
日

本
が
朝
鮮
と
満
州
で
担
っ
て
い
た
「
問
題
と
責
任
」
を
引
き
継
い
で
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
自
身
が
国
際
法
と
道
徳
律
の
観
念
の
奴
隷
」
に

な
る
の
で
は
な
く
、「
こ
れ
ら
の
観
念
を
、
そ
れ
が
本
当
に
真
価
を
発
揮
す
る
よ
う
な
機
能
、
す
な
わ
ち
、
国
家
的
利
益
を
穏
か
に
教
化

す
る
と
い
う
控
え
目
で
ほ
と
ん
ど
女
性
的
と
も
い
う
べ
き
機
能
だ
け
に
限
定
す
る
な
ら
ば
」、
ア
メ
リ
カ
は
東
ア
ジ
ア
で
よ
り
少
な
い
問

題
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う）

（（
（

。

第
四
章
「
第
一
次
世
界
大
戦
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
戦
火
の
長
期
化
に
伴
い
、
世
論
は
「
殺
戮
を
終
熄
さ
せ
ら
れ
る
妥
協
的
な
平
和

に
つ
い
て
の
合
理
的
提
案
」
に
背
を
向
け
た
と
指
摘
す
る
。「
民
主
的
政
府
を
も
っ
て
い
る
と
自
任
し
て
い
る
国
の
大
部
分
に
お
い
て
、

世
論
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
大
衆
の
意
見
を
全
然
代
表
せ
ず
、
政
治
家
、
評
論
家
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
宣
伝
家
な
ど

…
…
非
常
に
騒
が
し
い
少
数
の
連
中
の
利
益
を
代
弁
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。」
こ
の
種
の
人
々
は
、「
軽
率
な
ま
た
盲
目
的
愛
国
心
を
あ



二
九
一

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

お
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
逃
げ
道
を
求
め
る
。」
民
主
主
義
は
「
平
和
を
愛
す
る
」
が
、
ひ
と
た
び
戦
争
に
入
る
や
、「
忿
怒
に
狂
っ
て

戦
う
。」「
民
主
主
義
と
い
う
の
は
、
こ
の
部
屋
く
ら
い
の
長
さ
の
身
体
と
、
ピ
ン
の
頭
ほ
ど
の
頭
脳
を
も
っ
た
あ
の
有
史
前
の
巨
獣
に
、

不
愉
快
な
こ
と
だ
が
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
に
入
る
前
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
言
明
し
た
よ
う
に
、
全
面

勝
利
と
い
う
考
え
に
は
反
対
し
て
い
た
が
、
い
っ
た
ん
戦
争
に
入
る
や
、
全
面
戦
争
を
も
た
ら
す
ま
で
徹
底
的
に
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
強
固
な
決
意
を
持
つ
に
至
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
「
世
界
を
民
主
主
義
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
に
す
る
目
的
」
を
も
っ
て
戦
い
、

新
し
い
平
和
の
基
礎
は
「
権
力
の
共
同
体
」「
組
織
化
さ
れ
た
共
同
の
平
和
」、
国
際
連
盟
の
上
に
築
く
と
い
う
原
則
の
下
、
実
際
に
は
ド

イ
ツ
に
平
和
を
強
制
す
る
と
い
う
「
悲
劇
的
な
歴
史
的
失
敗
」
を
お
か
し
た
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
は
、「
あ
た
か
も
庭
の
手
入
れ
を
す

る
よ
う
に
」
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
均
衡
の
維
持
に
腐
心
し
た
こ
と
で
、
平
和
が
保
た
れ
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
重
大
な
紛
争
が
生
起
し
つ
つ
あ
る
時
、
軍
備
拡
充
を
は
か
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
救
援
と
戦
争
の
早
期

終
結
と
い
う
目
的
の
た
め
に
参
戦
し
、
参
戦
後
は
道
義
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
聖
戦
論
を
避
け
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
将
来
の
安
定

を
で
き
る
か
ぎ
り
阻
害
し
な
い
よ
う
な
戦
局
の
終
結
を
達
成
」
す
べ
き
で
あ
っ
た）

（（
（

。

第
五
章
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
で
ケ
ナ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
対
日
関
係
に
つ
い
て
、「
対
日
戦
争
の
回
避

を
目
的
と
し
、
他
の
動
機
に
よ
っ
て
あ
ま
り
煩
わ
さ
れ
な
い
慎
重
か
つ
現
実
的
な
政
策
は
、
わ
れ
わ
れ
が
実
際
追
求
し
た
と
こ
ろ
の
も
の

と
相
当
違
っ
た
一
連
の
行
動
を
と
ら
し
め
、
し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
す
っ
か
り
と
違
っ
た
結
果
を
招
来
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
分
析
し
、
ア

メ
リ
カ
側
の
開
戦
責
任
を
示
唆
す
る
。
ソ
連
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
事
的
支
配
と
満
州
へ
の
進
出
は
ヤ
ル
タ
会
談
の
結
果
で
は
な
く
、
戦

争
の
最
終
段
階
に
お
け
る
軍
事
行
動
の
結
果
で
あ
っ
た
。
西
側
諸
国
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
先
に
到
達
す
る
以
外
に
ソ
連
の
占
領
を
防
ぎ
よ

う
が
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
最
大
の
錯
誤
は
、
連
合
国
間
の
諸
決
定
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
軍
事
戦
略
に
対
し
て
ア
メ
リ



二
九
二

カ
社
会
が
と
っ
た
「
態
度
と
理
解
の
仕
方
に
、
よ
り
根
本
的
な
誤
り
が
あ
っ
た
」
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
戦
争
に
対
し
て
「
民

主
国
家
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
限
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
理
解
し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
民

主
主
義
が
推
進
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
「
人
間
の
心
の
う
ち
に
何
か
起
っ
た
結
果
と
し
て
、
彼
の
精
神
向
上
が
見
ら
れ
、
他
の
人
び

と
に
対
す
る
真
の
つ
な
が
り
が
強
く
意
識
さ
れ
た
時
」
の
み
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
る
破
壊
を
「
世
界
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
希
望
、
熱
意

や
夢
な
ど
を
伝
え
る
た
め
の
適
当
な
手
段
と
し
て
」
考
え
て
は
な
ら
な
い）

（（
（

。

第
六
章
「
現
代
世
界
の
外
交
」
は
講
義
の
ま
と
め
で
あ
る
。
ケ
ナ
ン
の
見
解
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
問
題
の
多
く
は
、「
行
政
府
が
わ
が

国
世
論
の
短
期
的
動
向
に
縛
ら
れ
や
す
い
度
合
い
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
だ
し
、
ま
た
、
外
交
政
策
問
題
に
対
す
る
世
論
の
反
応
の
主
観

的
で
変
わ
り
や
す
い
と
い
っ
て
よ
い
性
格
に
淵
源
し
て
い
る
。」
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
外
交
政
策
の
立
案
に
お
け
る
「
最
も
重
大
な
錯
誤

は
、
い
わ
ゆ
る
国
際
問
題
に
対
す
る
法リ

ー
ガ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

律
家
的
・
道モ

ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

徳
家
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
る
。」
こ
れ
は
「
あ
る

体
系
的
な
法
律
的
規
則
お
よ
び
制
約
を
受
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
各
国
政
府
の
無
秩
序
で
か
つ
危
険
な
野
心
を
抑

制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。」
国
際
問
題
に
対
す
る
法
律
家
的
・
道
徳
家
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
内
在
す
る
と
く
に
「
大

き
な
欠
陥
」
は
、「
国
家
間
の
問
題
の
中
に
善
悪
の
観
念
を
も
ち
込
む
こ
と
、
国
家
の
行
動
は
道
徳
的
判
断
の
対
象
と
な
る
に
適
し
て
い

る
と
仮
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。」「
つ
い
先
頃
の
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
有
名
な
ア
メ
リ
カ
人
は
、『
戦
争
の
目
的
は
勝
利
に
外
な
ら
な
い
』

…
…
と
断
言
し
た
。」
全
面
勝
利
と
い
う
観
念
ほ
ど
、「
危
険
な
妄
想
」
は
な
く
、「
過
去
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
害
毒
を
及
ぼ
す
惧

れ
の
あ
る
も
の
は
」
な
い
。

ケ
ナ
ン
は
最
後
に
、
救
世
主
的
な
意
識
を
捨
て
、
抑
制
的
な
外
交
政
策
を
実
施
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。「
も
し
わ
れ
わ
れ
の
国
内

に
お
け
る
目
的
と
企
て
が
穏
当
な
も
の
で
あ
り
、
他
国
民
に
対
し
て
尊
大
な
あ
る
い
は
敵
意
あ
る
態
度
や
優
越
的
妄
想
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
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て
い
な
い
も
の
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
国
民
的
利
益
の
追
求
は
必
ず
や
よ
り
よ
き
世
界
の
実
現
に
導
い
て
行
く
で
あ
ろ
う
。」

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
野
心
的
で
も
魅
力
的
で
も
な
く
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
も
の
で
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
怯
懦
と
反
動
の
臭
い
」
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
そ
の
発
想
に
お
い
て
現
実
的
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
自
身
お
よ
び
他
の
人
び
と
を
と
も
に
あ
る
が
ま
ま
に
観
察
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
基
礎
を
も
つ
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
…
…

狭
量
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。」）

（（
（

ケ
ナ
ン
は
こ
れ
ら
六
回
の
シ
カ
ゴ
大
学
講
義
に
、
二
つ
の
論
文
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
動
の
源
泉
」
と
「
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
の
将
来
」
を
加

え
、『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
し
た
。
前
者
は
も
ち
ろ
ん
ケ
ナ
ン
が
封
じ
込
め
を
提
唱
し
た
こ
と
で
あ
ま
り
に
有
名
な
論
文
で
あ
る
が
、

こ
の
論
文
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
米
ソ
関
係
の
問
題
が
「
本
質
的
に
は
」
ア
メ
リ
カ
の
価
値
が
試
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
が
「
破
滅
を
避
け
る
た
め
に
は
、
自
分
の
最
良
の
伝
統
を
発
揮
し
、
偉
大
な
国
と
し
て
存
続
す
る
に
値
す
る
こ
と
」
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
訴
え
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
様
に
後
者
も
、
国
民
に
対
ソ
政
策
を
進
め
る
上
で
冷
静
さ
を
求
め
、
戦
争
が
「
な
ん
ら
積
極
的

な
目
的
を
実
現
し
得
な
い
」
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
の
「
国
内
発
展
」
に
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
「
も
っ
と
も
重
要
な
影
響
力
は
、
ひ

き
つ
づ
き
実
例
を
示
す
こ
と
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
両
論
文
が
戦
争
に
至
ら
な
い
手
段
で
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す
る
必
要
を

説
い
た
点
で
、
後
述
す
る
シ
カ
ゴ
大
学
講
義
の
問
題
意
識
と
共
通
し
て
い
た）

（（
（

。

三　

ケ
ナ
ン
の
政
治
・
外
交
評
論

『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
が
民
主
主
義
へ
の
懐
疑
、
世
論
へ
の
低
い
評
価
、
政
治
家
に
対
す
る
不
信
を
披
露
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
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言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
外
交
の
道
義
的
、
原
則
的
な
性
格
を
戒
め
、
海
外
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
極
め
て
慎
重
な
こ
と
も
明
ら

か
で
あ
っ
た
。

ケ
ナ
ン
の
職
業
政
治
家
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て
低
い
。
彼
は
一
九
三
三
年
の
米
ソ
国
交
樹
立
に
至
る
政
策
に
関
わ
っ
た
経
験
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
「
政
治
家
気
質
の
最
も
本
質
的
で
抜
き
が
た
い
特
徴
の
一
つ
」
を
次
の
よ
う
に
酷
評
す
る
。「
こ
の
政
治
家
気
質
の
特
徴
は
、

そ
の
神
経
質
な
ま
で
の
自
意
識
と
、
内
向
性
に
あ
り
、
彼
ら
が
声
明
を
出
し
、
行
動
を
決
め
る
場
合
に
も
、
表
面
上
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
国
際
問
題
に
対
す
る
効
果
が
狙
い
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
、
議
会
筋
の
見
解
に
及
ぼ
す
効
果
の
方
を
最
初
に
、
そ
し
て
第
一
義

的
に
考
慮
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
ケ
ナ
ン
の
理
解
で
は
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（Franklin D

. Roosevelt

）
大
統
領
も
し
ば
し
ば

同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
。

そ
の
後
の
外
交
官
ケ
ナ
ン
の
経
験
は
政
治
家
に
対
す
る
評
価
を
高
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
一
九
四
五
年
一
二
月
、
米
英
ソ
三

カ
国
外
相
会
談
出
席
の
た
め
訪
ソ
し
た
バ
ー
ン
ズ
（Jam

es F. Byrnes

）
国
務
長
官
の
外
交
手
腕
を
身
近
で
観
察
す
る
機
会
を
得
た
。
ケ

ナ
ン
の
バ
ー
ン
ズ
評
は
低
い
。「
彼
は
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
、
何
ら
は
っ
き
り
し
た
一
定
の
計
画
を
持
た
ず
交
渉
に
臨
み
、
限
定
さ

れ
た
目
的
も
制
約
も
な
し
に
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。
彼
は
何
よ
り
も
自
分
の
機
敏
さ
と
沈
着
さ
と
先
手
の
利
を
と
る
機
略
を
自
負
し
て
い

た
。
今
度
の
会
議
で
、
ソ
ビ
エ
ト
と
の
交
渉
に
臨
む
彼
の
弱
点
は
、
彼
の
主
目
的
が
、
何
ら
か
の
形
の
協
定
さ
え
手
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
っ
て
、
ど
ん
な
内
容
の
協
定
か
に
つ
い
て
は
大
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
あ
っ
た
。
…
…
彼
に
と
っ
て
は
、
協
定
が
国
内

に
及
ぼ
す
政
治
的
効
果
の
面
で
こ
そ
必
要
な
の
で
あ
る
。」）

（（
（

ケ
ナ
ン
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
員
ら
を
最
悪
の
職
業
政
治
家
と
見
な
し
、
彼
を
生
み
出
し
た
民
主
制
度
に
対
す
る
不
信
を
一
層
募
ら

せ
た
。
一
九
五
一
年
春
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
政
治
的
影
響
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ケ
ナ
ン
は
シ
カ
ゴ
講
義
の
直
後
、「
私
は
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ジ
ョ
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・
Ｆ
・
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ン
『
ア
メ
リ
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封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

大
衆
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
こ
の
国
で
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
が
、
聡
明
な
外
交
政
策
の
履
行
が

不
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
勝
利
を
収
め
た
。…
…
わ
れ
わ
れ
は
二
年
以
内
に
戦
争
が
起
き
る
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
記
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制
度
と
国
民
の
能
力
に
対
す
る
「
消
え
る
こ
と
の
な
い
疑
念
」
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
外
交
問
題
に
通
じ
な

い
政
治
家
と
大
衆
が
適
切
な
外
交
政
策
を
練
り
、
運
営
で
き
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
ケ
ナ
ン
の
見
立
て
で
あ
っ
た）

（（
（

。

ケ
ナ
ン
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
制
度
、
政
治
家
、
世
論
に
向
け
ら
れ
た
深
い
不
信
の
念
は
、
一
般
的
・
普
遍
的
な
原
則
を
掲
げ
る
外
交
原

理
に
も
向
け
ら
れ
た
。
一
四
か
条
の
原
則
、
大
西
洋
憲
章
、
解
放
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
す
る
ヤ
ル
タ
宣
言
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
は

国
際
政
治
の
複
雑
な
様
相
を
無
視
し
、
現
実
主
義
に
も
と
づ
く
処
方
箋
を
打
ち
出
す
こ
と
を
難
し
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ケ
ナ
ン
は
ト

ル
ー
マ
ン
宣
言
に
関
し
て
、「
も
の
ご
と
の
決
定
を
普
遍
化
あ
る
い
は
一
般
化
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
執
拗
な
衝
動
」
を
嘆
じ
、

そ
れ
は
「
不
幸
な
こ
と
」
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
そ
れ
は
国
際
問
題
に
対
す
る
人
々
の
理
解
を
「
助
け
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
混
乱
」
さ

せ
、「
政
策
決
定
の
過
程
を
妨
げ
、
ゆ
が
め
る
」
の
で
あ
る）

（（
（

。

ケ
ナ
ン
の
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
外
交
批
判
と
と
も
に
、
シ
カ
ゴ
大
学
講
義
の
重
要
な
テ
ー
マ
は
、
戦
争
が
国
際
関
係
に
与
え
る
大
き
な

影
響
、
弊
害
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ケ
ナ
ン
に
は
戦
争
に
対
す
る
道
義
的
嫌
悪
感
が
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
戦
争
中
に
連
合
軍
の
空
爆
を

受
け
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
破
壊
を
見
て
、
ケ
ナ
ン
は
一
九
四
九
年
三
月
、
次
の
よ
う
な
感
慨
を
記
し
た
。「
こ
こ
で
初
め
て
私
は
ど
ん
な
に

差
し
迫
っ
た
戦
争
上
の
利
益
─
仮
に
こ
の
よ
う
な
利
益
が
あ
り
と
し
て
─
を
あ
げ
る
た
め
に
、
過
去
数
世
紀
に
わ
た
り
、
戦
争
と
は
全
く

関
係
の
な
い
目
的
の
た
め
に
、
人
間
の
手
で
営
々
と
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
市
民
の
生
活
と
物
質
的
価
値
を
、
こ
の
よ
う
に
途
方
も
な
く
、

無
慈
悲
に
破
壊
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
い
う
、
ゆ
る
ぎ
の
な
い
確
信
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
も
し
西
方
世
界

が
、
真
に
、
道
義
的
に
は
よ
り
高
い
出
発
点
に
立
っ
て
い
る
…
…
と
い
う
自
負
を
本
物
と
し
よ
う
と
い
う
の
な
ら
、
仮
に
戦
争
を
し
て
も
、
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軍
事
戦
争
ば
か
り
で
は
な
く
、
道
義
上
の
戦
争
も
や
る
べ
き
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
戦
争
な
ど
全
く
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
悟
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
義
的
原
則
は
西
方
世
界
の
力
の
一
部
で
あ
る
か
ら
だ
。」）

（（
（

し
か
も
、
過
去
半
世
紀
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
選
ん
だ
場
合
、
戦
前
に
予
期
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
広
範
な
、
そ
し
て
複
雑
な

国
際
的
責
務
を
戦
後
に
負
う
こ
と
を
示
し
て
い
た
。ア
メ
リ
カ
は
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
対
立
で
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
に
勝
利
を
収
め
た
後
、

遠
方
の
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
領
有
し
た
結
果
、
対
日
関
係
で
難
し
い
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ

リ
カ
の
国
際
的
責
任
は
拡
大
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
世
界
的
な
規
模
で
軍
事
的
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
と
く
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
責
任
を
担
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
制
に
照
ら
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
適
切
に
果
た
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ケ
ナ
ン
は
悲
観
的
で
あ
っ
た
。
彼
が
唱
え
る
ド
イ
ツ
中
立
化
構
想
、
対
日
安
全
保
障

条
約
の
見
直
し
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
関
与
の
縮
小
と
自
立
的
な
日
欧
の
出
現
の
重
要
性
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
前
外
交
に
対
す
る
ケ
ナ
ン
の
痛
烈
な
評
価
で
あ
る
。
ケ
ナ
ン
の
見
方
で
は
、
ル
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
失
敗
は
数
多
い
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
大
な
失
敗
は
対
日
外
交
で
あ
っ
た
。「
日
本
と
の
不
必
要
な
戦
争
を
挑
発
し

た
」
か
ら
で
あ
る
。
ケ
ナ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
が
東
ア
ジ
ア
で
は
る
か
に
重
大
な
利
益
を
有
す
る
日
本
の
立
場
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
、
門

戸
開
放
の
原
則
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
を
追
い
詰
め
て
、
軍
事
的
手
段
で
日
本
を
徹
底
的
に
破
り
、
日
本
を
無
力
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在

ア
メ
リ
カ
が
東
ア
ジ
ア
で
対
峙
し
て
い
る
国
は
、
か
つ
て
日
本
が
対
決
し
た
中
国
で
あ
り
ソ
連
で
あ
っ
た
。
過
去
半
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
外

交
の
歴
史
は
軍
事
的
手
段
に
安
直
に
訴
え
て
は
な
ら
な
い
教
訓
に
満
ち
て
い
た
。
ケ
ナ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
は
外
科
医
で
は
な
く
庭
師
の
感

覚
で
、
忍
耐
強
く
慎
重
に
国
際
問
題
の
対
処
に
あ
た
る
よ
う
に
訴
え
た
所
以
で
あ
る
。
彼
は
武
力
衝
突
に
至
っ
た
戦
前
の
対
日
政
策
を
失

敗
と
捉
え
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
冷
戦
下
の
ソ
連
に
対
し
て
は
戦
争
に
至
ら
な
い
手
段
で
の
封
じ
込
め
を
唱
え
た
の
で
あ
る）

（（
（

。
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ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
四
月
ま
で
に
、
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
に
向
け
た
交
渉
を
始
め
る
用
意
が
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
解
任
し
た
直
後
の
全
米
向
け
演
説
で
、
朝
鮮
戦
争
を
第
三
次
世
界
大
戦
へ
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
戦
争
を
限
定
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
「
平
和
的
な
解
決
」
を
希
求
し
「
そ
の
た
め
の
扉
は
い
つ
も
開
い
て
い
る
こ
と
」
を
強
調
し
、

朝
鮮
半
島
で
の
「
平
和
の
回
復
の
た
め
に
い
つ
で
も
交
渉
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
も
一
週
間
後
の
四
月

一
八
日
の
演
説
で
東
ア
ジ
ア
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
現
在
ダ
レ
ス
（John Foster D

ulles

）
特
使
の
も
と
で
対
日
本
講
和
の
協
議
を
関

係
国
と
進
め
て
い
る
こ
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
安
全
を
保
障
す
る
話
し
合
い
を
お
こ
な
っ
て
い

る
こ
と
、
朝
鮮
半
島
で
は
「
平
和
的
な
手
段
で
」
問
題
の
解
決
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

（（
（

。

し
か
し
同
時
に
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
四
八
／
五
（
五
月
一
七
日
）
で
、
中
国
が
「
朝
鮮
外
で
」
侵
略
行
為
を
起
こ
す
よ
う
で
あ

れ
ば
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
「
海
軍
・
空
軍
力
に
よ
る
中
国
沿
岸
の
封
鎖
実
施
、
…
…
朝
鮮
外
で
共
産
中
国
に
よ
っ
て

保
持
さ
れ
て
い
る
目
標
に
対
す
る
選
択
的
軍
事
行
動
、
…
…
中
国
国
民
党
軍
の
防
衛
的
・
攻
勢
的
参
加
と
そ
れ
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に

作
戦
上
必
要
な
援
助
の
供
与
」
の
対
抗
措
置
を
検
討
す
る
よ
う
に
主
張
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ま
た
、
中
国
軍
に
よ
る
大
規
模
な

新
た
な
介
入
の
場
合
、
核
兵
器
で
報
復
す
る
方
針
を
排
除
し
て
い
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
的
な
軍
事
戦
略
は
完
全
に
放
棄
さ
れ
て
い

た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

ケ
ナ
ン
は
三
月
以
来
、
ア
チ
ソ
ン
ら
に
朝
鮮
休
戦
交
渉
を
働
き
か
け
て
い
た
。
彼
は
ア
チ
ソ
ン
の
依
頼
を
受
け
、
五
月
下
旬
に
ソ
連
国

連
代
表
マ
リ
ク 

（Jacob M
alik

）
に
密
か
に
会
い
、
折
衝
を
始
め
た
。
朝
鮮
休
戦
交
渉
の
発
端
で
あ
っ
た）

（（
（

。



二
九
八

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
は
建
国
以
来
約
一
五
〇
年
間
、
国
際
問
題
に
対
す
る
関
与
・
介
入
を
回
避
す
る
孤
立
主
義
を
実
践
し
、
恵
ま
れ
た
国
際
環
境

が
保
障
す
る
「
無
料
の
安
全
保
障
」
を
享
受
し
た
。
仮
に
関
与
す
る
場
合
に
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
が
示
す
よ
う
に
、
戦
争
に
よ
る
介
入

が
基
本
で
あ
り
、
孤
立
と
戦
争
の
間
に
中
庸
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
敵
対
的
な
国
と
は
外
交
交
渉
を
通
じ
て
対
立
の
解
消
、
懸
案
の

解
決
に
あ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
外
交
と
は
、
異
質
な
ア
メ
リ
カ
外
交
の
伝
統
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
直
面
し
た
戦
争
で
も
平
和
で
も
な
い
冷
戦
は
ア
メ
リ
カ
国
民
に
は
新
奇
な
国
際
事
象
で
あ
り
、
果

た
す
べ
き
国
際
的
責
務
の
難
し
さ
は
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ソ
連
の
独
特
の
脅
威
に
対
し
て
、
ケ
ナ
ン
が
提
唱
し
た
封
じ
込
め
は

戦
争
に
至
ら
な
い
手
段
で
対
抗
す
る
と
い
う
意
味
で
画
期
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い

は
長
期
に
わ
た
り
実
行
さ
れ
る
の
か
、
自
明
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と
激
化
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が
扇
動
す
る
狭
隘
な

反
共
主
義
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
好
戦
的
な
主
張
は
封
じ
込
め
の
最
後
の
一
線
を
越
え
、
ソ
連
と
の
戦
争
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
っ
た
。

ケ
ナ
ン
が
シ
カ
ゴ
大
学
で
過
去
半
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
外
交
を
振
り
返
り
、
そ
の
あ
り
方
に
警
告
を
発
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
内
外

の
情
勢
が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
冷
戦
が
熱
戦
化
し
た
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
朝
鮮
戦
争
が
限
定
化
さ
れ
た
ま
ま
、
戦
前
と
ほ
ぼ
同
じ

境
界
線
で
休
戦
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
冷
戦
の
行
方
、
そ
し
て
封
じ
込
め
の
展
開
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
米
ソ
は
直
接
的
な
軍
事
対
決
を
避
け
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
の
東
西
の
境
界
線
を
改
め
て
尊
重
し
た
こ
と
で
、
形
成
途
上
に

あ
っ
た
冷
戦
を
戦
う
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
将
来
新
た
な
国
際
緊
張
が
生
起
し
た
際
に
全
面
衝
突
に
至
る
こ
と
な
く
事
態
を
収
拾
す
る
と
い



二
九
九

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

う
暗
黙
の
了
解
を
得
た
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。

『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
は
、
一
九
五
一
年
春
の
ア
メ
リ
カ
の
内
外
の
環
境
に
着
目
す
る
こ
と
で
よ
り
良
く
理
解
で
き
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
本
が
今
日
に
至
る
ま
で
長
く
読
み
継
が
れ
、
優
れ
た
ア
メ
リ
カ
外
交
論
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の
は
、
読
者
が
ケ
ナ

ン
の
見
解
に
時
代
を
超
え
た
ア
メ
リ
カ
外
交
の
特
質
・
特
性
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ケ
ナ
ン
の
研
究
に
は
ま
た
、
日
本
で
ケ

ナ
ン
と
最
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
細
谷
千
博
が
「
歴
史
的
経
験
の
検
討
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
行
動
の
あ
り
方
を
反
省
し
、
将
来
の

政
策
へ
の
指
針
を
探
ろ
う
と
す
る
」
立
場
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
の
政
策
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
見
直
し
、
歴
史
の
洞
察
に

満
ち
た
見
解
を
提
示
す
る
魅
力
が
あ
っ
た）

（（
（

。

ケ
ナ
ン
は
一
九
五
二
年
に
ソ
連
大
使
、一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
大
使
を
務
め
た
以
外
は
公
職
に
就
く
こ
と
は
な
く
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
に
て
数
多
く
の
著
作
、
論
文
を
世
に
送
り
出
し
た
。
彼
は
二
度
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
け
、
一
九
八
九
年

に
は
ア
メ
リ
カ
市
民
に
与
え
ら
れ
る
最
高
位
の
勲
章
で
あ
る
大
統
領
自
由
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る

知
識
人
と
し
て
活
躍
し
た
。『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
は
そ
ん
な
ケ
ナ
ン
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
ふ
さ
わ
し
く
、
流
麗
な
筆
致
で
ア
メ
リ
カ
外

交
の
特
徴
を
鋭
く
摘
出
し
、
民
主
体
制
の
あ
り
方
を
厳
し
く
問
い
直
し
た
ば
か
り
か
、
示
唆
に
富
む
政
治
・
外
交
論
を
展
開
し
た
。
ケ
ナ

ン
の
知
性
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
、
ま
さ
に
名
著
で
あ
っ
た
。

（
（
）George F. K

ennan, A
m

erican D
iplom

acy: 1900

─1950 （Chicago: T
he U

niversity of Chicago Press, （（5（

）. 

興
味
深
い
こ
と
に
、

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
一
九
五
〇
年
春
に
ウ
ォ
ル
グ
リ
ー
ン
講
演
を
シ
カ
ゴ
大
学
で
行
い
、
こ
の
講
義
を
も
と
に
翌
年
、In D

efense of the N
ational 

Interest: A
 Critical E

xam
ination of A

m
erican Foreign Policy （N

ew
 Y

ork: A
lfred A

 K
nopf, （（5（

）
を
刊
行
し
た
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

は
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
ド
イ
ツ
問
題
に
関
す
る
国
務
省
顧
問
を
務
め
た
経
緯
も
あ
り
、
ケ
ナ
ン
と
は
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
両
者
は
と
も
に
リ



三
〇
〇

ア
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
刊
行
時
期
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
の
二
つ
の
本
を
め
ぐ
る
知
的
交
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
興
味
深
い
研
究
課

題
で
あ
ろ
う
。
曖
昧
な
冷
戦
概
念
の
歴
史
的
展
開
を
精
緻
に
検
討
し
た
の
が
、
滝
田
賢
治
「
冷
戦
概
念
と
現
代
国
際
政
治
史
─
日
米
に
お
け
る
議

論
を
基
礎
に
」
細
谷
千
博
・
丸
山
直
樹
編
『
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
国
際
政
治
』（
有
信
堂
、
一
九
九
三
年
）、
二
─
二
四
頁
で
あ
る
。

（
（
）D

avid C. H
endrikson, “Review

 of A
m

erican D
iplom

acy by George F. K
ennan,” Foreign A

ffairs, V
ol.（（ （Sep.-O

ct., （（（（

）, 
（（（; M

elvyn P. Leffl
er, “Rem

em
bering George K

ennan: Lessons for T
oday?” Special R

eport （（0 （D
ecem

ber （00（

）, （. George 
F. K

ennan, A
m

erican D
iplom

acy: 1900

─1950

の
最
初
の
邦
訳
版
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』（
近
藤
晋
一
・

飯
田
藤
次
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）
で
あ
る
。
ケ
ナ
ン
が
グ
リ
ン
ネ
ル
大
学
で
行
っ
た
二
つ
の
講
演
を
加
え
た
増
補
版
（
旧
版
タ
イ
ト
ル

よ
り
副
題
の1900
─1950

が
な
く
な
り
、George F. K

ennan, A
m

erican D
iplom

acy, Expanded Edition

）
の
刊
行
（
一
九
八
四
年
）

に
伴
い
、
有
賀
貞
を
新
た
な
訳
者
と
し
て
八
六
年
に
こ
の
増
補
版
の
翻
訳
書
（
近
藤
晋
一
・
飯
田
藤
次
・
有
賀
貞
訳
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
増

補
版
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
文
庫
化
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
文
庫
版
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア

メ
リ
カ
外
交
50
年
』
近
藤
晋
一
・
飯
田
藤
次
・
有
賀
貞
訳
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
使
用
す
る
。
二
〇
一
二
年
の
六
〇
周
年
記
念
版

は
、George F. K

ennan, A
m

erican D
iplom

acy, Sixtieth-A
nniversary Expanded Edition, w

ith a N
ew

 Introduction by John J. 
M

earsheim
er （Chicago: T

he U
niversity of Chicago Press, （0（（

）.

（
（
）
例
え
ば
、
主
な
ケ
ナ
ン
伝
記
を
参
照
。D

avid Felix, K
ennan and the Cold W

ar: A
n U

nauthorized Biography （N
ew

 Brunsw
ick, 

N
J: T

ransaction Publishers, （0（5

）, p. （5（; John Lew
is Gaddis, G

eorge F. K
ennan: A

n A
m

erican Life （N
ew

 Y
ork: T

he 
Penguin Press, （0（（

）, pp. （（0

─（（; W
alter L. H

ixson, G
eorge F. K

ennan: Cold W
ar Iconoclast （N

ew
 Y

ork: Colum
bia 

U
niversity Press, （（（（

）, pp. （（, （（（; D
avid M

ayers, G
eorge K

ennan and the D
ilem

m
as of U

S Foreign Policy （N
ew

 Y
ork: 

O
xford U

niversity Press, （（（（

）, p. （（（; A
nders Stephanson, K

ennan and the A
rt of Foreign Policy （Cam

bridge, M
ass.: 

H
arvard U

niversity Press, （（（（

）, p. （（（; N
icholas T

hom
pson, T

he H
aw

k and the D
ove: Paul H

. N
itze, G

eorge K
ennan, and 

the H
istory of the Cold W

ar （N
ew

 Y
ork: H

enry H
olt and Com

pany, （00（

）, pp. （（（

─（（;  

ジ
ョ
ン
・
ル
カ
ー
チ
『
評
伝　

ジ
ョ
ー
ジ
・

ケ
ナ
ン
─
対
ソ
「
封
じ
込
め
」
の
提
唱
者
』（
菅
英
輝
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）、
一
七
三
─
七
八
頁
。

（
（
）
初
期
の
封
じ
込
め
政
策
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
卓
也
『
封
じ
込
め
の
形
成
と
変
容
─
ケ
ナ
ン
、
ア
チ
ソ
ン
、
ニ
ッ
ツ
ェ
と
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の

冷
戦
戦
略
』（
三
嶺
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
鈴
木
健
人
『「
封
じ
込
め
」
構
想
と
米
国
世
界
戦
略
─
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
の
思
想
と
行
動
、
一



三
〇
一

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
『
ア
メ
リ
カ
外
交
50
年
』
と
封
じ
込
め
政
策
の
展
開
（
佐
々
木
）

九
三
一
年
〜
一
九
五
二
年
─
』（
溪
水
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
永
井
陽
之
助
『
冷
戦
の
起
源
─
戦
後
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
』（
全
二
巻
、
中
公
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
三
年
）、John Lew

is Gaddis, Strategies of Containm
ent: A

 Critical A
ppraisal of Postw

ar A
m

erican N
ational 

Security Policy （N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity Press, （（（（

）, Chapters（

─（; M
elvyn P. Leffl

er, A
 Preponderance of Pow

er: 
N

ational Security, the T
rum

an A
dm

inistration, and the Cold W
ar （Stanford: Stanford U

niversity Press, （（（（

）.

（
5
）
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ロ
ー
ビ
ア
『
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
』（
宮
地
健
次
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
）、Robert 

Griffi
th, T

he Politics of Fear: Joseph R
. M

cCarthy and the Senate （A
m

herst: T
he U

niversity of M
assachusetts Press, （（（0

）; 
D

avid M
. O

shinsky, A
 Conspiracy So Im

m
ense: T

he W
orld of Joe M

cCarthy （N
ew

 Y
ork: T

he Free Press, （（（（

）
が
古
典
で
あ

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、戦
後
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
政
策
、国
務
省
中
国
専
門
家
の
中
国
共
産
党
・
国
民
党
観
に
つ
い
て
は
、滝
田
賢
治『
太

平
洋
国
家
ア
メ
リ
カ
へ
の
道
─
そ
の
歴
史
的
形
成
過
程
』（
有
信
堂
、
一
九
九
六
年
）、
八
四
─
一
六
二
頁
を
参
照
。
国
務
省
中
国
専
門
家
の
迫
害

に
つ
い
て
は
、E. J. K

ahn, Jr., T
he China H

ands: A
m

ericaʼs Foreign Service O
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